
 

 

 

 

 

国 土 交 通 省 

平成 28 年 1 月 26 日 

 

舟運社会実験の安全運航に向けた安全点検体制（仮称）を設置し、 

『第 1回合同安全点検』を実施します 
 ※2.安全点検体制の名称は、今後「秋葉原・天王洲・羽田空港舟運プロジェクト準備会」で定めます。 

安全点検は、社会実験を実施する機会や新たな運航事業者が実験に参加するタイミ

ング等をとらえながら、今後も逐次重ねていきます。 

第 1回合同安全点検は以下の通り実施しますので、お知らせします。 

 

記 

 

日時 ： 平成 28年 1月 28日 15時～ 

行程 ： 万世橋船着場（秋葉原）→神田川→市兵衛河岸防災船着場（水道橋） 

→神田川→万世橋船着場（秋葉原）   ※次ページの図を参照 

対象 ： 第 2次社会実験（2月実施）の運航事業者（3者）、第 3次社会実験運航 

事業者及び船着場管理者 

※第 2次社会実験運航に使用する予定の船舶を使用 

内容 ： 船着き場への接岸、乗下船及び運航時の安全を確認します 

※点検後は万世橋船着場に係留し、船上ミーティングでまとめます 

 

〈補足〉点検実施当日は、各船着場での点検時の取材は可能です。 

なお、取材を予定される方は以下の問い合わせ先まで予めお知らせ下さい。 
 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 
 総合政策局 公共事業企画調整課 
   課長補佐      武藤 徹  （内線：24563） 
   事業調整第二係長    安部 雅宏 （内線：24524） 
 TEL：03-5253-8111（代表）、課直通：5253-8912 

  FAX：03-5253-1551 

 

「秋葉原・天王洲・羽田空港舟運プロジェクト準備会」※1 では、今後の社会実験での

安全な運航を確保するために、実験運航に使用する船舶による安全点検を行います。 

安全点検は、同プロジェクトに参画する運航事業者で構成する安全点検体制（仮称）
※2が主体的に取り組みます。 

安全点検によって、運航事業者間での安全に対する取り組みを共有するとともに、

多数の目で点検し、関係者全体で底上げを図ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈参考〉 

『秋葉原・天王洲・羽田空港舟運プロジェクト準備会』※1が主体的に進めています。 
これまでの経緯や実験結果の概要等は以下から確認することができます。 

これまでの経緯→http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/sogoseisaku_region_tk_000022.html 

第 2次社会実験参加者募集，第 3次社会実験への応募者決定 

→http://www.mlit.go.jp/report/press/sogo03_hh_000104.html 

 
※1.『秋葉原・天王洲・羽田空港舟運プロジェクト準備会』構成員（12の機関） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

千代田区           天王洲総合開発協議会 

千代田区観光協会       大田区 

秋葉原タウンマネジメント㈱  日本空港ビルデング㈱ 

品川区            跡見学園女子大学 

㈱ジール           国土交通省 

〈第 2次社会実験の公募に応募した事業者〉 

㈱東京ウォータウェイズ，㈱ぽけかる倶楽部 

㈱ガレオン 

（平成 27年 12 月 22日時点） 
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